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 令和6年8月定例記者会見（令和6年８月22日） 

市長原稿（議案以外） 

 

それでは、議案以外の資料についてご説明申し上げます。 

【市長】 

資料№９をご覧ください。 

「裾野市名誉市民の称号を贈ることについて」です。 

７月２９日（月）裾野市議会第２回臨時会において、市内在住の大橋俊二 様に、裾野市

名誉市民の称号を贈ることについての議案が可決され、裾野市政としては初（裾野町時

代に過去１名のみ）の名誉市民が誕生することとなりました。 

 大橋俊二 様は、医師と市長という２つの役職に多年にわたり従事され、医師としては、

個人小児科病院県内初の２４時間診療を実現するなど、市内外の住民の健康、保健衛生

に寄与する功績が卓絶であり、市長としては、市や公共の自治進展に貢献し、全国市長

会副会長や相談役を務め、旭日中綬章を受章されたことは類を見ないものであること

から、裾野市として、名誉市民の称号を贈ることとなりました。 

 今後、名誉市民の称号を贈るための式典を開催する予定です。日時や場所など式典の

詳細については現在調整中であり、 

決定しましたら、改めてお知らせします。 

 

【市長】 

資料№１０をご覧ください。 

「低所得者支援・定額減税補足給付金の給付について」です。 

低所得者支援・定額減税補足給付金については、国による総合経済対策の一環とし

て、低所得者支援及び定額減税を補足する施策として実施するものであります。 

裾野市においても、市議会 6 月定例会の補正予算で関連予算を確保し、準備を進め

てまいりました。 

この度、給付準備が整ったため、市公式ウェブサイトや広報すその８月号での告知と

ともに、対象者には個別通知を発送し、随時受付を開始しております。 

受付終了となる 11月末までの間、円滑な処理を心掛けながら、給付事務を進めてま

いります。 

 

【市長】 

資料№１１をご覧ください。 

「TOYOTA GAZOO Racing WEC（ウェック） ファンミーティング in 裾野」につい

てです。 

WEC（ウェック）富士６時間耐久レースが富士スピードウェイで開催されることを受け、

トヨタガズーレーシングのドライバーが裾野市で交流イベントを開催します。 
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６月に開催されたル・マン 24 時間耐久レースにあわせトヨタ自動車㈱と共催で開催

したパブリックビューイングは350人にご来場いただきました。 

レースに参戦しているマシンは、当市のトヨタ自動車㈱東富士研究所で開発されてい

ることから、地元の学生に WEC の活動を知っていただくイベントと、ル・マンを応援し

ていただいた地元の皆様にドライバーから直接感謝を伝えると共に、年に 1 回の母国

ラウンドを盛り上げるためのイベントを、トヨタ自動車㈱と共催で開催します。 

１つ目のイベントは、WECドライバーによる富岡中学校での特別授業です。 

９月 11日に、富岡中学校で開催します。 

世界で活躍するドライバーと交流してもらうことで、モータースポーツを身近に感じ

興味を持ってもらえたら嬉しいです。 

２つ目のイベントは、ファンミーティングです。 

富岡中学校での特別授業の後、裾野市民文化センター、多目的ホールにて開催します。 

マシンがメイド・イン・裾野であることを PRし、モータースポーツの魅力を発信します。 

内容は、トークセッション、抽選サイン会、記念撮影などを予定しています。 

また、メディア対応の時間を設ける予定ですので、ドライバーへの個別インタビュー等

も事前にお問合せいただければ、出来る限り調整をさせていただきます。 

どちらのイベントも、トヨタガズーレーシングの全ドライバーに加え、中嶋一貴（なかじ

まかずき）副会長も参加します。 

そして、イベントでレースへの期待を高めていただき、レース当日はぜひ富士スピー

ドウェイ現地で応援していただきたく、市内親子100組200名をレース決勝日に無料

招待します。 

当日は、「裾野キッズサポーターズ」と称し、一致団結してスタンド応援席で旗振り応

援をしてもらい、楽しい思い出をつくっていただきます。 

対象は、裾野市内に住む小中学生とその保護者です。 

ぜひ、事前の告知と当日の取材をよろしくお願いします。 

 

【市長】 

資料№１２をご覧ください。 

「市役所庁舎フォトスポット設置」についてです。 

市役所1階正面玄関に、来庁者が婚姻届、出生届、転入届出や裾野市来訪などの記念

撮影を行えるフォトスポットを本日の記者会見終了後に設置いたします。 

特別な行事で家族や友人と来庁された方、市外に住まわれるすそのんファン、当市役

所にいらした記念になど、どなたでもご利用いただけるものです。 

市民に開かれた「市民目線の市役所」、「人と企業に選ばれるまち」 のシンボルスポッ

トのひとつとして、裾野ファンの拡大に繋げてまいりたいと思います。 

多くの皆様にご利用いただき、記念写真を撮影いただいて SNS などで投稿して裾

野市を発信していただけたらと存じます。周知についてよろしくお願いします。 


